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ノ ク フ ツ ク 6Cについて (3)

先に1)老化防止剤ノクラック 6C(N-1, 3ージメチルブチ

ルーN'ーフェニルーPーフェニレンジアミン）の特徴とし

て，酸化・オゾン・屈曲き裂防止効果の持続性が優れて

いることを紹介した．

更にノクラック 6Cの特徴として，ブルーム性が小さ

いことが挙げられる．下表 lにノクラック 6Cとノクラ

ック 810-NA(Nーイソプロヒ°ル-N'ーフェニルーPーフェニ

レンジアミン）のブルーム性の比較を示したノクラッ

ク 6Cは，ブルーム性が小さく，ゴムとの相溶性が良い

ことがわかる， したがって， ゴムに多量配合することが

でき，耐久性の優れた加硫物を設計することができる．

表 I 6Cと810-NAのブルーム性の比較

合

：い。
1

2

3

4

5

6

7

配
①

ブルームの発生状態*1

純ゴム配合*・ カーボン配合*"

810-NA 6C 810-NA 6C 

なし なし なし なし

なし なし なし なし

あり なし あり なし

あり なし あり なし

多量あり あり 多量あり あり

多量あり あり 多量あり あり

多量あり あり 多量あり あり

多量あり あり 多量あり あり

*' 加硫物を23℃，湿度50%の室内に 1週間放置し，

ブルーム性の有無を目視で観察した，

*2 RSS#l 100, 酸化亜鉛 5, ステアリン酸

黄 2. 5, MSA-G 1.0, 試料（変量），加硫

x3o分

*3 RSS#l 100, 酸化亜鉛 5, ステアリン酸 I, 硫

黄 2. 5, HAFブラック 40, MSA-G I. O, 試料

（変量），加硫 140℃ X30分

ノクラック 6CのNRに対する酸化・オゾン・屈曲き

裂防止効果については，先に1)紹介したので，今回は

CR及びNBRに対する効果について，ノクラック 810-

NAとの比較データを紹介する． ， 

実験結果から， CR及び NBRに対するノクラック 6C

の耐熱性・耐オゾン性は，ノクラック 810-NAと同程度

であることがわかる．

ノクラック 6C・810-NA・630-F・DPなどの Pーフェ

ニレンジアミン系老化防止剤は， CR及び NBRに対す

る耐熱性では，ノクラック AD・ODA・Bなどのジフェ

ニルアミン系老化防止剤に比べ効果は若干劣るが，耐オ

ゾン性では著しく優れている2).

CR及び NBR配合において，ノクラック 6C単独使

用でも耐熱性は良好であるが，更に耐熱性を向上させる

場合には，ノクラック ADなどのジフェニルアミン系老

化防止剤 (1~2phr)とノクラック MB,MBZなどのイ

ミダゾール系老化防止剤 (0.5phr)を併用するとよい3),
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験

1. 1 

1, 

配合

CR (ネオプレン W)

酸化マグネシウム

酸化亜鉛

ステアリン酸

SRFブラック

エチレンチオウレア

老化防止剤試料

ノクラック 6CのCR配合における老化防止効果

1. 2 
JOO 

4 

5 

0.5 

30 

0.5 

2.0 

ムーニースコーチ試験

JIS K 6300に準拠， ML-I,125°0 

v,11 t. t,6 

43 7'5011 12'40" 

43 7'10" 1210011 

45 8'1011 13'2011 

試 料

I. 6C 

2. 810-NA 

3. ブランク

1,iao 

4'50" 

4'50" 

5'10" 
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第55巻第 8号 (1982) 紹 介

1. 3 レオメータ試験 1. 5 老化試験

東洋精機製 ODR-I型，振動角3゚ ，振動数 JIS K 6301に準拠，試験管加熱老化試験

6 cpm, 150°0 130℃, 150℃ x30分加硫物

試 料 M(HN(40·分~門） I， c(to) t' c(oo) 
謡(h) 

変化率（％） 変化
試料

3. 74 3'40" 24'20" 
Tu 恥 M10。1'4200 Hs 

I. 60 

2. 810-NA 3. 70 3'3011 22'50" 0 23.4 450 2. I 5.5 60 

3. ブランク 3. 77 315011 2が0011 I. 6C 48 -17 -19 +42 +37 +7 
96 -34 -46 +129 +109 +12 

1.4 オゾン劣化試験 168 -41 -67 +325 +19 

JIS K 6301-'75に準拠， オゾン濃度 75 0 22. 7 450 2. I 5.8 60 

pphm, 試験温度 40℃,150℃ x3o分加硫物 2. 810-NA 48 16 -19 +52 +44 +a 

き裂発生までの時間 [h]とき裂の評価
96 -36 -50 +127 +105 +12 
168 -47 -72 +280 +19 

試 料 30%静的伸 60%静的伸 0 ~30¾ 動 0 20.1 370 2.3 5.9 63 
張 張 的伸張 3. ブランク 48 -60 -64 +149 +11 

1. 60 >800(なし） >800(なし） 79(B-l) 96 -66 -80 +16 
2. 810-NA >800(なし） >800(なし） 79(B-l) 168 -72 -90 +25 
3. ブランク 24(0-2) 3(A-l) 16(A-1) 

2, ノクラック 6CのNBR配合における老化防止効果

2. 1 配合

NBR (ニッボール 1042)

酸化亜鉛

ステアリン酸
SRFブラック

硫黄

ノクセラー TT

ノクセラー CZ-G

老化防止剤試料

2. 2 ムーニースコーチ試験

100 

5 

I 

40 

0.5 

2.0 
1.0 

2.0 

JIS K 6300に準拠， ML-I.125°0 

試 料 V Ill t5 t,s t~30 

1. 60 42 1114011 13'40" 210011 

2. 810-NA 42 10'4011 12'1011 1'30" 
3. ブランク 44 18'10" 2215011 が40"

2. 3 レオメータ試験

東洋精機製 ODR-I型，振動角30,振動数

6 cpm, 150°0 

試料 M(uN(40·分~州） t I c(IO) t' C(90) 

I. 6C 3.56 4'00" 813011 

2. 810-NA 3.48 3'40" 8'10" 
3, ブランク 3.55 5'4011 10'50" 

2.4 オゾン劣化試験

JIS K 6301-'75に準拠， オゾン濃度 50 

pphm, 150℃ xl5分加硫物

(97) 

試料

1. 60 

2. 810-NA 

3, ブランク

2. 5 老化試験

き裂発生までの時間
[h]とき裂の評価

5%伸張

45(A-2~3) 

45(A-2~3) 

4(A-l) 

10%伸張

4(A-1) 

4(A-1) 

2(A-1) 

JIS K 6301に準拠， 試験管加熱老化試験

130°0, 150°0X 15分加硫物

謡(h) 
変化率（％） 変化

試 料
Tn En M10。 M200 Hs 

0 16.9 470 2.0 4. 7 64 

I. 6C 48 -5 -28 +27 +44 +3 
96 -8 -29 +33 +52 +4 
168 -30 -64 +162 +9 

0 17.0 480 2.0 4. 7 63 

2. 810-NA 48 -1 -22 +26 +40 +s 
96 -4 -30 +37 +53 +6 
168 -35 -67 +195 +10 

0 16.5 470 2.0 4.8 66 
3, ブランク 48 +I -35 +46 +76 +4 

96 -7 -45 +86 +120 +s 
168 -38 -80 +12 

（注） 老化時間 O(h)は初期物性を示し，単位は Tn

M100, M20。が (MPa),品が (%),HsはJISA 

SI単位採用 換算 lkgf/cm2=0.0980665 MPa 
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